(都の 友に 贈った 手紙) 

この 写真 を 御覧 

一 見す ると、 まさに アメリカ • イン デ アンの 屯所と 

見られる だら うが、 好く 好く 見る と 僕 をはぢ めいろい 

ろ 君の 知って ゐる 顔で ある ことに 気づ くだらう。 僕 等 

は 此処に 斯んな 小屋が け をして おいて、 月の 凡そ 半分 

を 村の 仮 宿から 此処に 移って 奇体な 原始 生活 を 営む の 

だ。 

この 小屋の 傍らに は 綺麗な 小川が 流れて 居り、 この 

辺 一 帯 は 至極 日 あたりの なだらかな 丘な の だ。 そして、 

この 丘の 向 ひ 側 は 森林地帯で、 三 軒の 炭 焼 小屋が あり、 



りした が、 今や 僕 等 はこの 衣裳 形式に 統一され て 凡 ゆ 

る 活動の 腕 をのば して ゐる のさ。 この 鳥の 羽根の つい 

た 冠り など も 僕 は 前に はた V の 伊達な 飾り もの かと 思 

つて ゐ たが、 斯うして 使用して 見る と 到底 口で は 述べ 

きれぬ くら ゐに 繊細な 役立 をす るの が 解った よ。 何事 

も、 あたって 見なければ 解らぬ な。 妙 だ。 

それよりも 僕が はぢ めて、 この 原始人の 衣裳 を 身に 

つけて、 この 村に 乗り込んで 来た 当初の 一 ェ ピソ ー ド 

を 知ら さう。 僕 は 買物に 出かける にも、 居酒屋に 

現れる にしても、 もとより これより 他に 何ん なキ モノ 

も 持ち 合さぬ の だから、 平気 さうな 顔 をしての この こ 



と 歩いて 行く の だが、 意外な ことに は 誰 一 人 嘲笑の 眼 

を 向ける 者もゐ ない の だ。 それ どころ か、 僕 等 を 都 か 

ら 来て ゐる 一 団と 思って ゐる らしい 村人 達 は、 これが 

近頃 都の 流行の 尖端 を 切る いでたち なのか！ シッ 

ク • スタイルと は、 あれ か！ お、、 都の 人達 は 近頃 

あんな 身 装で、 あんな 歌 をうた ひ (君 も 知って ゐるだ 

らう、 僕 は 稍と も すれば ナン シ— • リ —とか、 リング- 

リング • ド • バ ンヂ ヨウと かな ど 、 いふ おそろしく 古 

めかし い 唱歌 を 恰も 今日の 流行 小唄で y も あるかの や 

お ま 

うに 鼻に か、 つた 音声で 口吟む 習慣 を —— 加け に、 田 

舎 だから、 田甫 道な どに 来 か、 ると、 川 向 ひの 野良で 



仕事 をして ゐる 人達の 耳にまで も 響く ほどの 誰 憚から 

ぬ 大声 を あげて 歌 ひ 歩く の だ。) —— あんな 風に 面白 

気に 風 を 切って 銀座 通り を 押し 歩いて ゐる のか？ あ 

んな 歩き 振り を 称して ギン ブラと かと 云 ふの か？ あ 

れが モダン 何とかと でも 云 ふので あらう か 9 。 

そんな 風に 思 ひ 違へ てし まって、 熱く 憧れの 眼 を 輝 

かすに 至った ので ある。 左う 斯うす るう ちに、 或 日の 

こと、 E とい ふ 水車小屋の 若者が 思 ひ 切って、 おそ 

るく 僕の 袖を捉 へて、 実は この間 東京の デバ ー トへ 

これこれの 品物 を、 —— あなたの、 これ を、 行きずり 

に 見た 通りに 絵に 誌して、 大 至急の 注文 を 出した ので 



あつたが、 折り返し 「品切れ」 とい ふ 断りが 来た。 お 

そらく、 売 切れて ゐ るの だら う！ と 思 ひ、 途方に 暮 

れてゐ たの だが、 さあ、 もう 斯うなる と 一 層 矢 も楣も 

堪らなく そいつが 欲しくな つたので、 お 願 ひする、 四 

五日の 間 拝借 させて 貰へ ないだら うか、 これ を 雛 形に 

して 町の 洋服屋で 仕立て ゝ貰ふ 決心 をした の だから I 

I と 云 ひ 張って 諾か ぬので ある。 若者の 眼つ き は、 僕 

が 若し、 否と 云へば、 暴力に 訴 へて、 V も …… と 告げて 

ゐ るかの やうに 烈しく 気色ばんで ゐた。 

僕 は、 沈んだ 調子に なって、 斯んな もの は 流行で も 

なんでもない、 他に 着る ものがなかった ので 寄ん どこ 



ろな く、 まあ、 斯んな 人里離れた 所 だからよ からう 位 

ひで 始めた わけなので、 村の 人達に 見られる 度に 内心 

冷汗に 堪 へられぬ 思 ひがして ゐ たの だ。 憧れの 眼で 見 

ら れてゐ たなんて 夢にも 思はなかった よ、 そいつ は 何 

う も 何とも 恐縮の 感 だね、 など、 いふ こと を 切な 

く 述懐した ので あるが、 E は 返って 僕の 言葉 を 信ぜぬ 

有様 だ。 

「君 は、 若しも デバ— ト から、 こんなの がと y いたと 

したならば、 それ を 着て、 ギン ブラへ でも 赴く 程の 心 

地 も 持った の？」 

「勿論です とも —— 」 



かま 

「関 ひません よ。 その 通りです もの —— 」 

と 僕 は 鷹揚に 点頭いた もの ゝ、 内心 相当の 不愉快が 

巻き 起り、 つい さっきまで は、 それほどまでに 斯んな 

ものが 欲しい とい ふの なら、 もう 少しで、 現在 妻が 編 

み つ 、ある 素晴し い アメリカン \ピ ユウ ティの セ— 

タ ー が 出来 あがる 由 だから (無論 僕 は、 セ ー タ ー が 出 

来 あがる までの 一時し のぎに、 斯んな もの を 着用して 

ゐ たので あるから —— ) 進呈しょう！ と 思って ゐた 

が、 それから 引き続いて 若者 はいろ くな 交換条件 を 

提出して まで も、 譲り渡し を 頼んだ のに 僕 は、 

「まあ、 考 へて 見よう ご と 一 言 云 ひ 残して、 その 場 を 



立ち去った。 

ポ— 力— に 負けた 僕が 或晚 遅く 居酒屋へ 酒 を 買 ひに 

行く と、 先日の E をはぢ め、 馬蹄 鍛冶屋の Y、 村長の 

ノラ 息子、 森の 炭 焼 家、 川 向 ひに 住む 執達吏、 その他 

幾人 かの 屈強な 男 達が 車座に な つ て 何 か 密議に 耽 つ て 

ゐた。 大方 選挙に 関する 相談で もして ゐ るの だら うと 

思 つ て 僕 は 親爺が 酒壜を 荒緦 でからげ るの を 片隅で 待 

つて ゐ ると、 E が 傍らに 来て 叮嚀な お辞儀 をした 後に、 

また 例の 交渉 を 切り出す のであった。 僕 はポ— 力 ー に 

負けて 少々 向ッ 腹が立って ゐた ところだった ので、 

「そんなに 欲し いんなら、 持って行 くが 好い さ —— 」 



云 ふので あった。 僕 は 種々 の 理由から 推して、 誠に 残 

念ながら 左様な 名誉職の 席に 登り 得る もので はない I 

I と 漸くの ことで 辞退 はした ので あつたが、 そんな こ 

とが 機縁に なって 村の 若者 達と 深い 親交が 結ばれる よ 

うにな つたの だ。 

僕 等 は 半分 森林 近くの キヤ ムプに 住 ふこと になって 

ゐ るの だが、 休み 日と か、 通りが、 りの ついでと か、 

月夜の 晚 とかに は 必ず 彼等の グル ゥプが やって来 るの 

であった。 

炭 焼の 若者 や、 獵師達 も、 皆な 普段に これ を 使用し 

てゐ るので、 彼等が 馬に 乗って 彼方の 谷間 を 駆けて ゐ 



少々 説明して やらう。 (1) は 総選挙の 当日に 於け る 

村役場の 前 だよ。 入口の 受付に 陣 どって ゐる イン ヂァ 

ンは、 例の 水車小屋の 若者 E だよ。 得意 然と 腕 を 組ん 

で、 強さうな 顔 をして ゐる だら う。 次の (2) は 当日 

の 居酒屋の 前で 民政 党の 運動員が 歓喜に 踊って ゐる光 

景 だよ。 彼等 は、 云 ふまで もな くこの 服装で 凡ゆる 運 

動に 従事した が、 何処へ 出る にも 馬に 依って 山 を 越え 

なければ ならない とい ふ 村であった から、 今回 はこれ 

で 大変に 機敏な 活動が 出来た とい ふ 話で、 写真の (3) 

を 御覧！ 一 人の イン ヂ アンが、 一 団の 同族に 胴 あげ 

をされ てゐる だら う、 それ は 担ぎ あげられて ゐる 



の は 僕で、 僕が その 時 不図 通り か、 つたの を 見る と、 

彼等 は 一 勢に 居酒屋の 中から 飛び出して 来て、 

「君のお 蔭で 全く 愉快な 活躍が 出来たん だよ！」 

「有りが たうよ ご 

「感謝す るよ！」 

など ゝ云ひ 放つ やい なや、 まるで 僕 を 代議士 当選者 

で 、v も あるかの やうに、 有無 を 云 はさず 手 どり 脚 どり 

して、 三度 も 空中に 投 りあげ やが つた！ それ を 案の 

条、 通信社の 写真班が 当選者と 見誤り、 駆けつけて パ 

チリと やった の だが、 後で 話 をき いて、 無駄 写し をし 

てし まった のが 解り、 不用な もので 冗談に して 僕に 届 



けて 寄したり した もの さ。 (4) —— これ は 森の 傍ら 

にある 僕 等の キャンプ だ。 左手に ある 小屋 は 以前に 炭 

焼の 家族が 住んで ゐ たの だが 彼等 は 去年の 暮 更に 奥深 

く 森の 中へ 移る ことにな り、 空 家に なった ので 僕 等が 

借りう けた ものである。 斧 を振リ あげて 薪 をつ くって 

ゐる イン ヂ アン は 僕で、 傍らに 鉄砲 を 磨いて ゐる 山女 

が 僕の ワイフ だ。 牛 飼の E とい ふ 男が 来る と、 この 男 

鉄砲の 名人で、 何時でも このま はりで 忽ち 二三 羽 位 ひ 

の 小鳥 を 落して 仲々 うまい 料理 をつ くって 呉れる。 

写真の (5) は、 村に ある 僕 等の 借屋での 酒 盛の 光 

景だ。 山の 神様の 祭り 日と いふ 目出度い 日が あって 順 



番に 仲間の 者の 家 を 宿と して、 飲み、 歌 ひ、 踊る —— 

ので ある。 飲み —— だけの 仲間入り は 辛うじて 出来る 

が、 新来の 僕 等に は 歌 は 常に 聴 手で あり、 踊り は 常に 

見物人で ある こと は 言を俟 たな い。 

写真の (6) を 見よ —— これが 山の 神様の 祭リ 日の 

踊りの 実景 だ。 踊り手が この ュ ニフォ— ム だから、 こ 

うして 火の ま はり を ま はって ゐる姿 は、 真の イン ヂァ 

ンに 見える だら う。 

この 踊り は 相当の 熟練 を 要する らしい。 写真の 一端 

に 一 人、 妙な かたちで、 不整 ひに 腕 を 振り あげて ゐる 

男が ある だら う。 これ は 君 も 知って ゐる 大学生の H だ 



よ。 僕 等と 一 処に 此処まで も 来て ゐ るんだ。 H の 奴、 

この 時、 あんな 踊り 位 ひ 俺 だって 出来る に 違 ひない、 

キヤ ムプ . ファイア のま はりで 俺達が やる トラ バ トウ 

レと 大同小異 らし いぢ やない か、 演 つて 見よう！ と 

調子に乗って 無造作に 仲間入り したので あるが、 一向 

に 調子が 合 はず 一 回り もしない うちに 忽ち あかくな つ 

て 脱け 出るべく 余儀なく された 仕 末 さ。 写真の 様子で 

も 解る だら う、 あの 息苦しく テレ くさ 気に 切 端 詰った 

らしい 気の 毒 さ うな 姿が！ 

(7) の 写真 は、 丘の 芝 原に 寝て 僕が 読書して ゐ ると 

ころ を 不知の 間に 写された もの だ。 読んで ゐ るの は 文 



芸 雑誌 だ。 イン ヂ アンが 山の 上で 文芸 雑誌 を 読んで ゐ 

るなん て 突拍子もない 光景 だが、 天気の 好い 日 は 此処 

に 斯うして ゐ ると、 僕の 経験 範囲の 凡ゆる 室内 は 快に 

於て 比ぶべき もない の だ。 この 通信 も 大方 此処で 斯う 

して 書い たんだよ。 冠 だけ は 曰 除の ために (好適) 斯 

う、 被って ゐ るが 上半身 は 全裸で はない か。 —— 次の 

写真 (8) は、 E と H と ワイフと が、 午 飯 を 担いで 俺 

の 在所 を 探し ま はって ゐ ると ころさ、 俺が 見つかり 次 

第 其 場に ディン ナ— • パァ ティ を 開く わけさ。 ワイフ 

が 口にく わへ てゐ るの は 呼子の サイレン だよ。 どうか 

すると 谷 を 越 へ た 向 方の 山 蔭 へ など 書斎 を 移して ゐる 



グと 二三 本の 新柄 ネ キタイと 鏡 を 一 つもって 来て 呉れ、 

その上で 僕 等 は 新しい 着物に 着換 へ、 何 ヶ月 振リ かで 

鏡に 向 ひ、 粋な ネ キタイで も 結んで、 君と 共に 此処 を 

引き あげる つもり だから。 

や あ、 サイレンの 音が 響いて 来る よ。 —— さっき か 

ら 鉄砲の 音が 一 つも 鳴らぬ ようだった から (斯うして 

ゐても 僕 は、 何となく それに 気をつけて ゐ るんだ ぜ。 ) 

今日の 午 飯 は、 おそらく また 肉類な しの、 芋の 主食で 

あらう が、 斯うして は ゐられ ないから 向 方の 丘まで 蚯 

出して 行く、 空腹 だよ —— さよなら。 



底本 ： 「牧野 信 一 全集 第三 巻」 筑摩 書房 

2002 (平成 M) 年 5 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「西部劇 通信」 春陽 堂 

1930 (昭和 5) 年：：： 月^日 

初出 ： 「時事 新報 第 一 六 七 八 三 号〜 第 一 六 七 八 七 号」 

(第 一 六 七 八 六 号 は 休載) 

1930 (昭和 5) 年 3 月 5〜9 日 (8 日 は 休載) 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 ： 宫元淳 一 

校正 ： 砂場 清隆 



2 OO00 年 5 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



